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１.事業内容 

１－１.事業背景 

❶ベルコリーヌ南大沢5-3街区は賃貸団地の為、人の

入れ替わりが激しくコミュニティ構築がしづらい環境 

❷5-3街区は賃貸団地の為、自治会が存在しない 

❸団地住民の高齢化が進行しており、高齢者の孤独化

を起因とする様々な問題が増えることが予想される。 

❹コミュニティ構築の手段として、災害への危機感を

背景とした事前防災活動が近年注目されている。 

 

１－２.事業目的 

❶賃貸団地における自主防災組織を介して団地住民の

コミュニティ活動への参加を促す 

❷自治会が組織されにくい賃貸団地で、その代わりと

なり得る地域活動組織のモデルスキームを確立させる 

❸イベントを介して団地の多世代交流を促す 

❹事前防災活動を通してコミュニティ構築を目指す。 

 

１－３.事業概要 

❶団地集会所で防災をテーマにした住民交流会を複数

回実施。 

❷自主防災組織を通して地域活動を展開した。 

❸団地に住む学生と高齢者が協力し合いながら防災に

ついて学ぶテーマカフェを運営。 

❹防災レシピを教えながら住民と一緒に調理すること

で、災害時の防災能力を向上させると共に住民間の顔

見知りの関係性を増やした。 

 

図１ 背景・目的・概要の相関図 
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図２ 事業主体のスキーム 

１－４.事業主体 

本事業は首都大学東京饗庭研究室・都市再生機構

(UR)・5-3街区集いの丘防災会の３者間の協働により

実施された(図２より)。2018年３月より、首都大饗庭

研究室の学生が5-3街区に住みながら団地再生を行う

プロジェクトをURと始め、取組を行っていく中で学生

は集いの丘防災会に入会。会の活動をより発展させる

べく学生発案で始まった企画の一つが本事業である。 

学生は集いの丘防災会と団地の管理主体であるURの

調整役として、集いの丘防災会は住民組織の代表とし

てURと交渉する役割を担った。URは本事業の運営方

法へのアドバイスから団地集会所の利用料の一部免除

を行うことで、本事業を支援してきた。こうした３者

間の連携によって本事業は進められた。 

 

１－４.カフェの運営方法 

基本的に、ベルコリーヌ南大沢の自主防災組織のメン

バーを対象とする。但し自治会や自主防災組織への新

規メンバー加入のために居住者にも周知し、参加を促

した。なお、食品衛生法との兼ね合いも考慮し、防災

料理やコーヒーの提供はせずあくまで作り方を教える

ものとした。そうすることで運営者と住民との交流を

図ることも狙いとした。 

参加者から会への参加費として一人500円を徴収する。 

参加者の親睦を深めるために、飲食物を用意する。飲

食物は参加費等で材料を購入し、参加者と一緒に調理

する。 



２.実施報告 

２－１.実施したイベント 

ぼうさいカフェを開催する前階として、集いの丘自主

防災会の認知度向上の為、4~9 月は定期的に打ち合わ

せを行い 5－3 街区夏祭りにブースを出店する準備を

行った。12月の第一回ぼうさいカフェでは防災食を調

理して食べる防災キッチン会＋防災訓練を、2 月の第

二回目は、UR主催の節分イベントに合流する形でブー

スを出店。(図３、４、５より) 

 

 
図３ 夏祭りの様子 

 
図４ ぼうさいカフェの様子 

 

図５ 節分イベントの様子 

２－２.今後の展望 

本事業を通して5-3街区自主防災会のメンバーがイベ

ント企画のノウハウを学んだことで、今後も様々な企

画を自発的に打ち出していくことが可能となった。ま

た来年度以降も３主体の協働は続く為、今後のイベン

ト企画を通して知りえた住民と、自治会発足に向けた

動きを加速させることが考え得る組織の展望である

(図６より)。一方で管理組合のない賃貸団地において自

治会費の徴収方法の検討など課題は多く存在するが、

自主防災会が「ポスト自治会」のモデルスキームとな

ることを目指して今後も活動を継続したい。 

 

 

図６ 今後の組織スキーム 

 

３.事業を実施した感想 

持続的な地域コミュニティを作ることの難しさを学ぶ

ことができた。学生は卒業という一つの節目が存在す

る。地域活動を企画する際、地元住民が学生に頼り切

りの状態は必ずしも持続的なコミュニティとは言い切

れない。私たち学生は今回の活動を通して、地域活動

の企画ノウハウを住民の方々にお伝えすることを目的

としていたが、活動に対するアプローチの違いで地域

の方々と衝突する時もあった。その時、地域活性化の

アプローチが人それぞれで違いがあることに気づき、

互いの理想像をすり合わせることで信頼関係を構築で

きることを確認できた。この経験は非常に大きな学び

となった。 
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